
 

豚熱の症状はどれ？ 

 ①紫斑 

 ②突然死 

 ③結膜炎 

 ④発熱 V o l . 3 9  N o . 2  5 月 号 
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 か  ほ  ク  イ  ズ 

 3月12日に八王子市、15日に日の出町で捕獲

された野生イノシシで豚熱陽性が確認されまし

た。都内では約1年ぶりの確認です。また、3月

31日に千葉県旭市、4月4日に群馬県前橋市の養

豚場で豚熱が発生しました。4月11日には宮崎

県で南九州初となる野生イノシシの陽性が確認

されています。飼養者の皆様は、引き続き飼養

衛生管理基準の遵守徹底をお願いします。 

都内野生イノシシで豚熱陽性 

図.都内野生イノシシ発見場所 
 赤点：発見場所 

赤丸円：発見場所から半径10km圏内 

都内で鶏痘が発生しました！ 

 鶏痘とは、鶏痘ウイルスによる感染症です。症状は主

に皮膚型と粘膜型に分けられます。皮膚型では鶏冠（と

さか）や眼瞼などの皮膚に発痘やかさぶたができます。

粘膜型は口腔や気管にチーズ様の病変ができ、嚥下困難

や呼吸困難で死亡することがあります。本疾病は羽毛や

かさぶたに含まれるウイルスとの接触や、ワクモや蚊の

吸血によって伝播します。有効な治療法はありません。

予防には、ワクチン接種が有効です。また、吸血昆虫対策や鶏舎の清掃及び消毒

等の衛生管理を徹底し、羽毛やかさぶたに含まれたウイルスを除去しましょう。

本疾病は届出伝染病です。疑わしい症状がある場合は当所までご連絡ください。 

図.皮膚にできた発痘 
（出典：家畜疾病図鑑Web） 

韓国の豚農場で口蹄疫が発生しました 

 先月号でお知らせしたとおり、韓国で口蹄疫が発生しています。4月14日時点で

牛農場では14件発生しています。現在、発生は豚農場にも拡大しており、5件の発

生が確認されています。豚が口蹄疫に感染すると、牛と比較して100～2,000倍の

ウイルスを排出するため、感染がさらに拡大する恐れがあります。飼養者の皆様

は口蹄疫発生国への渡航を控えていただき、やむを得ず渡航する際は、帰国後1週

間は農場へ立ち入らないようにしてください。 

日の出町 

八王子市 



発行日 令和7年4月23日 

編集発行  東京都家畜保健衛生所  

   〒190-0182 東京都西多摩郡日の出町          

              大字平井2759 

   TEL :042-588-7171 

 携帯:090-6941-4315(緊急用) http://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.jp/nourin/shoku/animal/kaho/ 

クイズの答え：全部 

 豚熱は紫斑、突然死、結膜炎、発熱、食欲不振、元気消失等の様々な症状を示します。これらの異状を発見し

た際には、速やかに当所までご連絡ください。 

牛の定期検査のお知らせ 

 今年度のヨーネ病定期検査の実施区域は、八王子市、町田市、青ヶ島村で

す。八王子市と町田市は5月から7月に実施予定です。青ヶ島村は別途お知らせ

します。対象の方には通知を送付しますのでご確認ください。なお、他県から

の導入や、預託牧場からの帰還があった際には、随時ヨーネ病の検査が必要に

なりますので、当所までご連絡をお願いします。 

預託前のBVDワクチン接種はお早めに 

PI牛は、一見健康でもやがて発育不良となります。治療法はありません。 

生涯にわたり鼻汁や唾液、尿から大量にウイルスを排出し続け、牛群への感

染源となります。 

さらに、PI牛から生まれる子牛は全てPI牛となります。 

ウイルス 

発熱、下痢等 胎齢100日前後 

妊娠牛 

PI牛疑い 

注意 

原因：牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV）  

症状：急性感染では発熱、下痢、呼吸器症状を示します。妊娠牛が感染すると、     

   先天異常や死流産、持続感染牛（PI牛）を産むことがあります。 

牛ウイルス性下痢（BVD）とは？ 

感染予防：ワクチン接種が有効です。現在、都内で使用されているワクチンは

効果が出るまでに3週間かかります。そのため、接種が遅いと、預託施設でBVD

に感染する危険性があります。生後2か月齢から預託前検査が可能です。入牧

希望月の2か月前には預託の申し込みを行い、早めにワクチンを接種して、預

託先での感染や農場内へのウイルス侵入を防ぎましょう。 


